
今月の表紙
子育て支援ひろば

ぬくもりに遊びに
来た町の子ども達です。
　お昼寝アートは全て
ぬくもりオリジナルで、
発案から製作まで職員
さんが手がけています。
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町民の利便性向上へ！
令和６年度一般会計当初予算　　　　令和６年度一般会計当初予算　　　　

　総額５５億１９５５万円　可決　総額５５億１９５５万円　可決
ここに注目 ‼　今年の予算

　議員の気になるポイントは？

きよらカァサ備品購入費
１４６０万円　　　　　（下城孔志郎議員）

Ｑ
 

購入内容は。

Ａ 
きよらカァサ（旧トイレ）にプレハブの冷

凍冷蔵庫を設置する。内訳は冷蔵庫２台、

冷凍庫１台で約１１００万

円。ふるさと納税返礼品や

地産地消の推進といった肉

の販売に繋げていきたい。

米の選別機は光で異物を選

別するもので約３６０万円。

予防接種委託料
１８３９万円　　　　　　（佐藤　毅議員）

Ｑ
 

コロナワクチンの今後の対応は。

Ａ 
コロナワクチンの単価が決まっていない。

体制が整いしだい協議を行っていきた

い。帯状疱疹ワクチ

ンも同様で今後検討

を進める。したがっ

て、現時点での公費

負担分の予算計上は

おこなっていない。

町長の施政方針

　ここ数年の守り主体の行政運営から、攻めへ

転じるような議論や事業を展開していく。

○人材が重要。地方創生推進マネージャーの登

用や地域活性化企業人制度の活用

○子育て支援と広報営業プロジェクトチームの

更なる推進

○喫緊の課題となっている農林業政策への取組

○ＪＡ跡地開発への意見集約・合意形成

○地域内でエネルギーを生み出す取組の推進

や経済循環を高める取組

起業型地域おこし協力隊支援
１３２０万円　　　　　　（北里桂一議員）

Ｑ
 

業務委託内容は。

Ａ 
現在４名。今年度に新たに２名が加わり

６名となる。隊員が起業や新規事業を

スムーズに行えるようサポート・バックアップ体

制を整えるもの。

委託先はＳＭＯ

南小国。予算は

全額国の特別交

付税措置がある。
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小国高校支援補助金
１５５万円　　　　　　　（井野和哉議員）

Ｑ
 

１２０万円からの増額の理由は。

Ａ 
負担割合は小国町６：南小国町４。今年

度から小国高校が地域みらい留学に取

り組むもので全国か

ら高校生を募集す

る。その説明会を東

京・大阪で開催する

ための旅費等の増額

８８万円の４割。

地域活性化起業人派遣負担金
１２６０万円　　　　　　（穴井秀房議員）

Ｑ
 

事業内容は。

Ａ 
日本郵政㈱とサントリーフーズ㈱からそ

れぞれ１名派遣される。前者には地域に

根ざした郵便局だからできることや強みを活か

していただきたい。

後者には農林業に

関わることやふるさ

と納税の商品開発

などを考えている。

移住定住関連予算
７２８万円　　　　　　　（森永一美議員）

Ｑ
 

昨年度の移住・相談件数は。

Ａ
来庁での相談件数は２０件、東京・大阪・

福岡等での相談会で５９件（うちオンラ

インが１９件）。移住件数

は３年度が３件、４年度

が２件、５年度が２件。コ

ロナ禍もあけたので、相

談会等に積極的に参加し、

広報・周知に努めたい。

管理センター解体工事
1億９５０万円　　　　　（後藤六男議員）

永
年にわたり、町民に親しまれてきた管理セ

ンターの解体は残念。当初説明を受けた

ときに比べて２０００万円程度増額となってい

る。アスベスト除去費用の増額ということだが、

資材や人件費の

高騰等で更なる

増額が懸念され

る。その場合は

詳細な説明をお

願いしたい。

瓜上矢田原線道路改良工事
７０００万円　　　　　　（井上則臣議長）

中
湯田赤迫線・瓜上矢田原線道路改良工事

も令和７年度完了予定となっている。当路

線は県道南小国上津江線を起点として、古賀地

区と矢田原地区を

結ぶ重要な生活道

路である。全線開

通により交通の安

全、更なる利便性

の向上・地場産業

の発展を期待する。

自伐型林業普及推進業務委託
５６０万円　　　　　　　（穴井則之議員）

Ｑ
 

業務委託内容は。

Ａ 
令和５年度から事業を実施しており、自

伐型林業推進協会に委託。フォーラムの

開催や実際に現地で

伐採の方法や作業道

の入れ方などのデモ

を行う。町内向けに

情報発信して、普及

に努めていきたい。
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一般・特別 会計　前年度比較
会　計　名 令和６年度 令和５年度 前年比
一 般 会 計 55 億 1955 万円 47 億 2487 万円 16.8%

特
別
会
計

国民健康保険 5億 8966 万円 5億 7866 万円 1.9%
後期高齢者医療 8062 万円 7213 万円 11.8%
介護保険 6億 6566 万円 6億 6361 万円 0.3%

計 13 億 3594 万円 13 億 1440 万円 1.6%
合　　　計 68 億 5549 万円 60 億 3927 万円 13.5%

※令和５年度は町長、議会議員の改選期であったため、骨格予算でした
※表示単位未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

公営企業会計　　※令和 6年度から簡易水道・下水道事業は公営企業会計へ移行しました。
会　計　名 予　　算 会　計　名 予　　算

簡 易 水 道
事 業 会 計

事 業 収 益 1億 6254 万円
下 水 道
事 業 会 計

事 業 収 益 1億 5445 万円
事 業 費 用 1億 9267 万円 事 業 費 用 2億 1628 万円
資本的収入 26 万円 資本的収入 1億 760 万円
資本的支出 4712 万円 資本的支出 1億 1214 万円

□　事 業 収 益：料金収入や他会計からの補助金など
□　事 業 費 用：人件費や物件費、減価償却費、借り入れた企業債（借金）の利息など
□　資本的収入：事業を行うために借り入れる企業債（借金）など
□　資本的支出：建設改良費や企業債の返還元金など

（一般会計）
LPガス使用世帯支援事業補助金 784万円 道路維持事業 1200万円
住民記録システム改修業務 574万円 町道瓜上矢田原線道路改良工事 3500万円
戸籍システム改修業務 804万円 道路改良事業 600万円
戸籍附票システム改修業務 581万円 道路メンテナンス事業 5885万円
グループホーム森園購入費 2786万円 道路舗装事業 1270万円
低所得者等給付金事業 2056万円 制服等購入業務委託 735万円
令和２年７月豪雨宅地復旧補助金 300万円 令和５年度発生　農地等災害復旧事業 1270万円
令和５年度　団体営農業農村整備事業 4563万円 令和５年度発生　公共土木施設災害復旧事業 7000万円
南小国町観光基本計画策定業務委託　他 519万円 普通河川小田川河川改修工事（災害関連） 9500万円
民間賃貸住宅確保プロジェクト補助金 922万円 応急災害復旧事業 690万円

※千円単位四捨五入

地方交付税
17億8200万円

（32.3％）

その他
5億2551万円

（9.5％）

その他
5億2551万円

（9.5％）

総務費
22億3332万円

（40.5％）

衛生費
6億6554万円
（12.1％） 民生費

7億8670万円
（14.3％）

その他
2億8324万円
（5.1％）

歳 入 歳 出

寄付金
10億300万円
（18.2％）

寄付金
10億300万円
（18.2％）

農林水産業費
4億3474万円

（7.9％）

農林水産業費
4億3474万円

（7.9％）

公債費
3億5819万円
（6.5％）

公債費
3億5819万円
（6.5％）

町債
3億813万円
（5.6％）

町債
3億813万円
（5.6％）

国庫支出金
3億3390万円
    （6.0％）

国庫支出金
3億3390万円
    （6.0％）

繰入金
7億5906万円
（13.8％）

繰入金
7億5906万円
（13.8％）

土木費
4億4209万円
（8.0％）

土木費
4億4209万円
（8.0％）

教育費
3億1574万円

（5.7％）

教育費
3億1574万円

（5.7％）

県支出金
3億6037万円
（6.5％）

県支出金
3億6037万円
（6.5％）

町税
4億4757万円

（8.1％）

町税
4億4757万円

（8.1％）

令和６年度　一般会計内訳

会計別　前年度との比較

令和５年度から６年度への繰越事業一覧
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令
和
６
年
３
月

第
１
回
定
例
会
　

　

３
月
定
例
会
が
３
月
５
日
か

ら
11
日
の
会
期
で
開
催
。
一
般

質
問
や
町
長
施
政
方
針
の
あ

と
、
条
例
の
設
置
・
一
部
改
正
・

当
初
予
算
な
ど
（
条
例
６
・
予

算
14
・
そ
の
他
５
）
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

●
令
和
６
年
度
当
初
予
算

◆
一
般
会
計

主
な
審
議

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
料

▼
井
野
議
員　

例
年
ど
お
り
の

契
約
内
容
か
。

答

金
額
は
同
額
。
内
容
は
経

費
の
高
騰
で
社
会
科
見
学
等
の

臨
時
運
行
分
を
見
直
し
、
通
学

分
の
み
。

▼
佐
藤
議
員　

委
託
先
の
運
転

手
不
足
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
直

営
で
の
検
討
は
。

答

維
持
管
理
面
を
含
め
検
討

し
て
み
た
い
。

○
き
よ
ら
塾
運
営
業
務
委
託

▼
佐
藤
議
員　

内
容
や
利
用
者

の
負
担
は
。

答

詳
細
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｍ
Ｏ

と
協
議
中
だ
が
、
小
学
校
中
・

高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対
象
と

考
え
て
い
る
。
個
人
負
担
は
求

め
な
い
。

○
安
全
安
心
な
給
食
へ
の
取
組

▼
森
永
議
員　

先
日
、
福
岡
県

で
う
ず
ら
の
卵
が
起
因
と
な

り
、
小
学
１
年
生
が
亡
く
な
る

と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。
町
の

取
組
は
。

答
除
去
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、

食
育
や
食
べ
方
の
指
導
と
い
っ

た
面
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

○
市
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
通
学
路

▼
穴
井
則
之
議
員　

雨
や
雪
の

時
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ぬ
か
る
ん

で
登
下
校
時
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
当
初
予
算
の
計
上
は

無
い
よ
う
だ
が
。

答

児
童
の
安
全
面
や
足
元
の

清
潔
面
が
保
た
れ
る
よ
う
な
対

策
を
検
討
し
た
い
。

○
農
林
課
関
係
補
助
金

▼
井
野
議
員　

林
業
機
械
等
導

入
事
業
補
助
金
の
増
額
理
由

は
。

答

要
望
が
あ
る
大
型
機
械
の

対
象
件
数
を
２
件
（
２
０
０
万

円
）
増
や
し
た
。

▼
佐
藤
議
員　

ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
等
購
入
補
助
金
倍
増
の

理
由
は
。

答

本
町
が
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
に
認
定
さ
れ
た
。
普
及
促

進
の
た
め
１
件
あ
た
り
の
補
助

上
限
額
を
15
万
円
か
ら
30
万
円

に
引
き
上
げ
た
。

※
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
は

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
（
生
物
由
来
の
再
生
可

能
な
資
源
）
産
業
を
軸
と
し
た

環
境
に
や
さ
し
く
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
地
域
。

▼
佐
藤
議
員　

更
な
る
需
要
拡

大
の
た
め
に
、
ペ
レ
ッ
ト
燃
料

部
分
（
生
産
者
・
使
用
者
共
）

に
対
す
る
補
助
の
考
え
は
。

答

今
ま
で
検
討
し
て
こ
な
か

っ
た
。
燃
料
に
つ
い
て
も
生
産

者
・
使
用
者
向
け
と
も
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

経
営
発
展

支
援
事
業
補
助
金
と
は
。

答

南
小
国
町
で
新
規
に
畜
産 

業
に
携
わ
る
方
２
名
に
対
す
る

補
助
（
一
人
あ
た
り
７
５
０
万

円
、
全
額
県
か
ら
の
補
助
）

▼
穴
井
秀
房
議
員　

粗
飼
料
活

用
事
業
補
助
金
と
は
。

答

畜
産
業
の
発
展
と
牧
野
の 

維
持
の
た
め
、
肥
育
経
営
を
行

う
５
農
家
に
採
草
す
る
餌
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

○
移
動
販
売
事
業
補
助
金

▼
佐
藤
議
員　

前
年
度
に
対
し

て
売
上
は
７
割
程
度
。
売
上
増

に
向
け
て
車
両
の
大
型
化
や
日

用
品
の
扱
い
は
。
４
月
か
ら
日

本
郵
政
の
方
が
赴
任
さ
れ
る
の

で
、
知
恵
を
お
借
り
し
て
は
。

答
改
善
に
向
け
て
協
議
を
行
っ 

て
い
る
。
郵
便
局
の
活
用
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
く
。

○
有
害
鳥
獣
農
作
物
被
害
対
策

▼
井
野
議
員　

事
業
内
容
は
。

答

セ
ミ
ナ
ー
や
モ
デ
ル
地
区
・ 

捕
獲
者
向
け
に
出
前
講
座
の
開

催
。
夜
間
に
動
画
撮
影
を
行
い

生
態
等
の
把
握
を
行
い
た
い
。

○
タ
ク
シ
ー
利
用
費
助
成
事
業

▼
佐
藤
議
員　

50
枚
使
い
き
っ

た
方
に
対
し
て
、
追
加
交
付
は

で
き
な
い
か
。

答

利
用
状
況
や
平
等
性
・
公

平
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
る
。

▼
森
永
議
員　

運
転
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

へ
の
参
画
は
。

答

事
業
者
の
方
に
は
事
業
継

続
に
向
け
て
努
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し

て
い
な
い
。

※
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は

一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用

車
を
使
っ
て
有
料
で
人
を
送
迎

す
る
取
組
。

○
ロ
ア
ッ
ソ
観
戦
車
借
上
げ
料

▼
井
野
議
員　

事
業
内
容
は
。

答

「
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
火
の
国

も
り
あ
げ
タ
イ
！
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
。
相
互
交
流
の
た

め
の
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画

し
て
い
る
。

○
観
光
協
会
補
助
金

▼
北
里
議
員　

例
年
１
５
０
０ 

万
円
の
定
額
。
茅
葺
き
バ
ス
停

や
看
板
等
の
修
繕
の
必
要
が
あ

り
増
額
で
き
な
い
か
。

答
協
議
の
結
果
据
置
き
と
な
っ

た
。
バ
ス
停
の
老
朽
化
は
認
識

し
て
お
り
、
協
会
と
協
議
を
行
っ

て
い
く
。

○
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
事
業

▼
穴
井
秀
房
議
員　

事
業
内
容

は
。

答

学
生
な
ど
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
候
補
者
を
対
象
に
、

夏
季
休
暇
等
を
利
用
し
て
南
小

国
町
で
の
生
活
体
験
や
職
場
体

験
を
提
供
し
て
い
く
。

○
地
方
創
生
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

▼
北
里
議
員　

ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
に
な
る
の
か
。

認定証の授与式認定証の授与式
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答

前
Ｓ
Ｍ
Ｏ
最
高
執
行
責
任

者
の
安
部
氏
を
招
き
、
民
間
か

ら
登
用
す
る
地
方
創
生
特
命
監

と
と
も
に
地
方
創
生
を
推
進
し

て
い
た
だ
く
。

○
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
交
付
金

▼
森
永
議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
な
予

算
措
置
を
。

答

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

推
進
や
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

な
ど
を
協
議
し
て
い
る
。

○
消
防
費

▼
井
野
議
員　

消
防
団
員
報
酬

の
減
額
理
由
は
。

答

実
数
で
計
上
。
団
員
の
減

少
に
よ
る
も
の
。

▼
井
野
議
員　

消
防
団
員
は
日

頃
か
ら
、
使
命
感
を
も
っ
て
献

身
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
実
情
に
あ
っ
た
消
防
団

の
編
成
が
必
要
と
思
う
。
幹
部

と
協
議
し
な
が
ら
よ
り
良
い
消

防
団
を
つ
く
り
あ
げ
て
欲
し
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

主
な
審
議

▼
穴
井
則
之
議
員　

高
額
療
養

費
該
当
者
数
は
。

答　

月
約
20
名
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

介
護
予
防
事
業

費
減
収
の
理
由
は
。

答

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
午
前
の

部
の
昼
食
提
供
を
取
り
や
め
た
。

事
業
は
午
前
・
午
後
と
も
に
変

わ
ら
ず
継
続
す
る
。

▼
井
野
議
員　

介
護
認
定
者
数

は
。

答

要
支
援
①
15
名
・
要
支
援

②
21
名
・
要
介
護
①
99
名
・
要

介
護
②
59
名
・
要
介
護
③
66

名
・
要
介
護
④
38
名
・
要
介
護

⑤
11
名
。
（
２
月
末
現
在
）

▼
井
野
議
員　

介
護
度
が
進
ま

な
い
よ
う
な
更
な
る
取
組
を
お

願
い
し
た
い
。

▼
佐
藤
議
員　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
ど
う
な
る
。

答

社
会
福
祉
士
・
保
健
師
・

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
３
名
体

制
を
維
持
。

◆
簡
易
水
道
事
業
会
計

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

公
営
企
業

会
計
適
用
初
年
度
か
ら
多
く
の

補
助
金
（
繰
入
金
）
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。
今
後
の
運
営
、
料

金
値
上
げ
の
考
え
は
。

答

企
業
会
計
に
移
行
し
た
ば

か
り
で
、
根
拠
資
料
を
お
示
し

で
き
な
い
。
ま
ず
は
５
年
度
の

決
算
を
確
定
す
る
必
要
が
あ

る
。

▼
穴
井
秀
房
議
員　

資
金
が
不

足
す
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思

う
が
。

答

水
道
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
多
く
の
方
が
加
入
し

て
い
る
状
況
で
も
あ
る
。
町
の

サ
ポ
ー
ト
も
必
要
と
思
う
が
、

将
来
的
に
は
町
民
の
負
担
増
も

考
え
ら
れ
る
。
議
会
と
も
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
下
水
道
事
業
会
計

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

一
時
借
入

金
の
相
手
方
は
。

答

急
な
資
金
不
足
に
対
応
す

る
も
の
。
起
債
や
他
会
計
補
助

金
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。

※
公
営
企
業
会
計
と
は

事
業
収
入
を
主
な
財
源
と
し
て
、

独
立
採
算
の
原
則
に
よ
り
特
定

の
事
業
を
経
理
す
る
会
計
。

●
条
例

◆
部
課
設
置
条
例
の
改
正

※
町
民
課
内
に
子
育
て
世
帯
を

包
括
的
に
支
援
す
る
た
め
の

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
す
る
も
の
。

主
な
審
議

▼
穴
井
秀
房
議
員　

セ
ン
タ
ー

の
体
制
は
。

答

セ
ン
タ
ー
長
は
町
民
課
長

が
兼
務
。
保
健
師
と
社
会
福
祉

士
を
１
名
ず
つ
配
置
す
る
。

◆
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
改
正

※
自
ら
申
請
し
た
場
合
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
の
提
示
で
印
鑑
登
録
証
明
書

の
交
付
が
可
能
と
な
る
改
正
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
改
正

※
介
護
保
険
料
基
準
額
が
月
額

６
４
０
０
円
か
ら
６
８
０
０
円

へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
を

も
と
に
基
準
額
が
決
め
ら
れ
、

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
。

◆
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例

※
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
町
に
対
す
る
議
員
個
人
に

よ
る
請
負
が
３
０
０
万
円
ま
で

可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い

南
小
国
町
議
会
で
は
議
会
個
人

に
よ
る
請
負
の
状
況
の
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
、
議
員
提
案

に
よ
る
条
例
を
制
定
。

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）

※
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１

９
１
８
万
円
を
減
額
し
、
総
額

61
億
８
４
７
２
万
円
と
す
る
。

主
な
審
議

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊・起
業
人

▼
森
永
議
員　

採
用
に
至
ら
な

か
っ
た
理
由
。
減
額
の
理
由
は
。

答
家
庭
の
事
情
に
よ
る
も
の
。

ま
た
育
児
休
暇
取
得
に
よ
り
減

額
と
な
っ
た
。
地
域
お
こ
し
起

業
人
に
つ
い
て
は
応
募
が
な

か
っ
た
。

○
繰
越
明
許
費

▼
穴
井
秀
房
議
員　

①
戸
籍
住

民
基
本
台
帳
費
関
連
、
②
低
所

得
者
等
給
付
金
事
業
、
③
観
光

基
本
計
画
策
定
の
繰
越
理
由
は
。

答

①
は
法
改
正
に
係
る
国
の

仕
様
書
の
提
示
が
遅
れ
た
た
め
。

②
は
対
象
者
の
把
握
に
係
る
シ

ス
テ
ム
改
修
に
不
測
の
時
間
を

要
し
た
が
、
４
月
に
は
給
付
す

る
。
③
は
コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
等
の
動
向
や
変
化
へ
の

対
応
、
新
た
な
デ
ー
タ
等
の
収

集
の
必
要
性
が
生
じ
た
た
め
。

●
陳
情

◆
町
道
樋
ノ
口
吉
ノ
本
線
に
関

す
る
陳
情

■
提
出
者　

樋
ノ
口
組
長　

他

■
内　

容　

改
良
工
事
区
間
の

　
　
　
　
　

延
長
な
ど
。

委
員
会
付
託

一般会計 主な補正予算 （万円）
財政調整基金積立金 5024
防災対策基金積立金 1721
減債基金積立金 896
低所得者支援給付金事業 1100
小学校屋内運動場長寿命化改良工事 △ 9875
河川掘削工事 △ 1400
起業型地域おこし協力隊謝金 △ 732
移住支援金補助金 △ 600
予防接種委託料 △ 632

6

令和6年3月　定例会



問　

現
在
の
備
え
に
つ
い
て

は
。

町
長　

避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
役
場
・
元
気
プ
ラ
ザ
・
り

ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
を
開
設
す

る
。
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
非
常

食
９
８
１
０
食
。
そ
の
他
衛
生

用
品
、
調
理
用
品
等
を
避
難
所

近
く
の
防
災
倉
庫
に
保
管
し
て

い
る
。
ま
た
、
各
自
主
防
災
組

織
が
運
営
す
る
指
定
避
難
所
も

30
箇
所
を
設
置
予
定
と
し
て
い

る
。

問　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
か

ら
政
府
の
生
活
再
建
支
援
金

が
、
３
０
０
万
円
か
ら
６
０
０ 

万
円
に
な
っ
た
。
家
が
崩
壊
し

車
や
生
活
用
品
等
再
建
し
よ
う

と
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
金
額

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
６
０
０
万
円
に
加

え
て
３
０
０
万
円
く
ら
い
、
町

か
ら
の
支
援
金
制
度
を
創
設
で

き
な
い
か
。

福
祉
課
長　

今
現
在
、
町
か
ら

の
生
活
支
援
金
の
上
乗
せ
は
設

定
さ
れ
て
い
な
い
。
災
害
に
遭

わ
れ
た
方
は
、
車
と
か
家
と
か

い
ろ
ん
な
形
で
大
変
な
目
に
遭

う
。
今
後
は
災
害
の
規
模
に
も

よ
る
が
、
考
え
て
い
か
ね
ば
と

思
う
。

Ｑ 
大地震への備えについて？

Ａ防災計画に沿った対応を行って
いく

問
　
緊
急
避
難
場
所
へ
は
何
人

の
受
入
れ
が
可
能
か
。

町
長
　
役
場
２
０
０
人
、
中
原

小
２
０
０
人
、
り
ん
小
５
０
０

人
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
感
染
症
の
患
者
が
発
生
し

た
と
き
の
対
応
は
。
外
国
人
の

避
難
者
対
応
は
。

町
民
課
長　

発
生
確
認
の
都

度
、
感
染
拡
大
に
な
ら
ぬ
よ
う

場
所
の
確
保
を
行
う
。

総
務
課
長　

外
国
人
に
は
ア
プ

リ
等
を
活
用
し
て
対
応
す
る
。

問　

役
場
庁
舎
で
は
な
い
避
難

場
所
が
必
要
で
は
。

町
長　

備
蓄
倉
庫
等
を
備
え
た

避
難
場
所
は
必
要
。

問　

ペ
ッ
ト
避
難
や
車
中
泊
避

難
の
場
所
の
指
定
は
。

総
務
課
長　

指
定
場
所
は
な

い
。
検
討
し
て
い
く
。

問　

福
祉
避
難
所
の
受
入
れ
現

状
と
、
前
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
森

園
の
扱
い
は
。

福
祉
課
長　

り
ん
ど
う
荘
と
悠

清
苑
、
各
５
人
。
福
祉
避
難
所

と
し
て
お
願
い
し
た
い
。

問　

各
地
区
の
公
民
館
等
は
避

難
所
と
し
て
大
丈
夫
か
。耐
震

等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

毎
年
の
会
議
で
聞

き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

問　

自
主
的
な
避
難
を
さ
れ
て

い
る
方
の
把
握
方
法
は
。

町
長　

役
場
だ
け
で
は
難
し
い
。

自
主
防
災
組
織
内
に
、担
当
者

を
選
定・配
置
し
て
頂
き
た
い
。

問　

自
助
に
つ
い
て
の
啓
発
活

動
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
番
組
や

防
災
マ
ッ
プ
の
刷
新
で
、防
災
意

識
の
向
上
を
改
め
て
伝
え
る
。

問
　
町
を
離
れ
る
学
生
等
に
、

広
報
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
広
報
事

業
を
委
託
し
て
は
。

町
長
　
現
状
の
情
報
発
信
、
広

報
Ｐ
Ｒ
で
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
。
効
果
的
な
手
法
の
一
つ
。

問
　
町
の
魅
力
発
信
、
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
等
に
は
幅
広
い
広
報

活
動
は
必
要
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の

発
信
は
、
誰
で
も
ど
こ
か
ら
で

も
で
き
る
。
や
る
気
の
あ
る
町

民
に
呼
び
か
け
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

課
題
も
あ

る
。
十
分
に
協
議
す
る
。

町
長　

広
報
営
業
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
を
幅
広
い
世
代
に
広
げ

る
の
も
面
白
い
。
継
続
的
に
協

議
し
考
え
て
い
く
。

佐藤　毅　議員

Ｑ 
避難所・場所の現状は？

Ａより良くなるよう改善に取り組
む

Ｑ学生等にお願いしては、町の広
報活動！

Ａお互いメリット有り、検討して
いく

備蓄品の一部備蓄品の一部

防災倉庫（役場）防災倉庫（役場）

下城孔志郎　議員
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問　

医
療
費
の
改
定
に
つ
い

て
、
町
民
向
け
に
変
更
内
容
を

通
達
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
民
課
長　

診
療
報
酬
改
定
は

現
時
点
で
は
検
討
中
。
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
は
、
広
報
４
月

号
で
周
知
予
定
。

問　

令
和
12
年
に
は
、
県
内
の

国
民
健
康
保
険
料
を
統
一
す
る

話
も
あ
る
が
、
保
険
料
の
変
更

も
あ
る
の
か
。

町
長　

保
険
料
に
関
し
て
は
激

変
緩
和
措
置
が
あ
り
、
基
金
も

保
有
し
て
い
る
が
、
改
定
後
の

医
療
費
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
今
後
議
論
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

訪
問
介
護
の
報
酬
の
変
更

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
町
内
の
介

護
医
療
は
維
持
で
き
る
の
か
。

福
祉
課
長　

社
会
福
祉
協
議
会

で
は
５
名
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

訪
問
介
護
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
非
常
に
厳
し
い
現
状
で
あ

る
。
町
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
と

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

感
じ
て
い
る
。

問　

久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
あ
っ
た

が
、
今
後
も
開
催
し
て
い
く
の

か
。

町
長　

今
後
は
、
参
加
人
数
を

増
や
す
こ
と
と
多
様
な
世
代
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
懇
談

会
の
開
催
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

各
地
区
ご
と
の
課
題
や
意

見
が
出
さ
れ
た
が
、
総
じ
て
遊

休
農
地
の
問
題
と
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
の
被
害
の
対
策
と
い
う
の

が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
と
思
う

が
。

町
長　

有
害
鳥
獣
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
な
か
な
か
一
つ
の
自

治
体
だ
け
で
は
難
し
い
部
分
も

あ
る
。
近
隣
の
自
治
体
と
も
協

調
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
対
策

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

問　

中
原
地
区
で
は
、
保
育
園

と
小
学
校
の
今
後
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
っ
た
が
。

教
育
長　

ま
ず
は
福
祉
課
と
話

を
し
な
が
ら
、
学
校
長
や
区
長

さ
ん
な
ど
範
囲
を
広
く
し
な
が

ら
、
今
後
の
対
応
、
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
。

井野　和哉　議員

Ｑ診療報酬改定負担はどう変わ
る？

Ａ初診料は９～２１９円、再診料
は６～３６０円の負担増

Ｑ今後の町の農林業への施策を問
う！

Ａ早期に抜本的な対策が必要、公
社の合意形成を図る

Ｑまちづくり懇談会の成果と課題
は？

Ａ住民の皆様からの生の声を聞け
たのが最大の成果

問　

労
働
人
口
の
減
少
が
厳
し

く
な
る
中
、
日
本
全
体
で
賃
上

げ
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
若
者
は
都
会
に
行

き
、
農
林
業
後
継
者
は
い
な
く

な
る
と
思
わ
れ
る
。
早
期
に
公

社
を
設
立
し
就
業
環
境
を
整
え

後
継
者
を
残
す
必
要
が
あ
る
。

町
長
か
ら
は
様
々
な
意
見
を
聞

き
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
の
回

答
を
得
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は

こ
の
状
態
を
打
開
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
現
在
、
主
と
な
る

50
歳
代
後
半
以
降
の
農
林
業
従

事
者
が
リ
タ
イ
ヤ
す
る
前
に
町

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

事
業
展
開
を
図
る
事
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長　

現
状
の
打
開
に
は
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
。
公
社
の
設

立
に
つ
い
て
事
業
内
容
、
人
材

の
確
保
、
拠
点
設
置
等
そ
れ
ぞ

れ
に
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
新
年
度
予
算
で
、
昨
年
議

員
研
修
で
訪
れ
た
福
井
県
池
田

町
農
業
公
社
関
係
者
を
講
師
と

し
た
講
演
会
を
開
催
し
、
公
社

に
対
す
る
知
識
や
情
報
を
共
有

す
る
。
ま
た
設
立
す
る
な
ら
ば

早
い
ほ
う
が
い
い
、
し
っ
か
り

と
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

穴井　秀房　議員

福井県池田町農業公社視察の様子福井県池田町農業公社視察の様子

福井県池田町農業公社視察の様子福井県池田町農業公社視察の様子
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森永　一美　議員

Ｑがん治療中の方に寄り添った支
援を !

Ａ先進地や医療機関にも話を聞き
支援策を考えたい

Ｑ安定した職員採用を叶えるため
に改革と情報発信を！

Ａ受験者の後押しができるよう情
報発信していく

問
　
日
本
人
が
一
生
の
う
ち
に

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
確
率
は
男

性
65
％
、
女
性
51
％
。
現
在
本

町
が
注
力
し
て
い
る
「
予
防
す

る
」「
早
期
発
見
に
繋
げ
る
」

と
い
う
取
り
組
み
に
加
え
、
今

後
は
実
際
に
が
ん
に
罹
患
し
た

後
の
寄
り
添
っ
た
支
援
も
必
要

で
は
。
治
療
と
社
会
生
活
と
の

両
立
を
叶
え
る
た
め
に
も
、
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
（
治
療
に
よ

る
外
見
変
化
に
対
応
す
る
ケ

ア
）の
補
助
制
度
を
設
け
て
は
。

町
長　

医
療
用
ウ
ィッ
グ
の
購
入

補
助
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
先
進
地
の
現
状
を
聞
き
、
南

小
国
町
に
お
け
る
住
民
に
寄
り

添
っ
た
支
援
は
何
か
考
え
た
い
。

町
民
課
長　

相
談
支
援
体
制
も

大
切
。
県
指
定
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
で
あ
る
阿
蘇
医
療
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

も
話
を
伺
い
、
住
民
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
考
え
た
い
。

問
　
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に

も
、
役
場
職
員
さ
ん
の
確
保
が

必
要
。
今
後
、
労
働
人
口
が
減

少
し
、
働
き
方
や
価
値
観
が
多

様
化
す
る
中
で
、
採
用
難
易
度

は
ま
す
ま
す
上
が
る
と
思
わ
れ

る
。
将
来
の
採
用
の
た
め
に
も

今
の
う
ち
か
ら
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
２
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
副
業
解
禁
や
男
性
の
育
児
休

暇
取
得
な
ど
働
き
方
改
革
が
必

要
で
は
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
南
小
国

町
役
場
の
仕
事
や
採
用
情
報
を

検
索
し
て
も
募
集
要
項
し
か
見

当
た
ら
な
い
。
南
小
国
だ
か
ら

こ
そ
の
良
さ
や
仕
事
の
や
り
が

い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

町
長　

①
多
様
な
働
き
方
が
で

き
る
の
は
一
つ
の
魅
力
に
繋
が

る
と
思
う
。
副
業
解
禁
に
つ
い

て
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
確

認
す
る
。
男
性
職
員
の
育
児
休

暇
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
に
３

名
が
取
得
（
対
象
者
10
名
中
）。

引
き
続
き
育
児
休
暇
制
度
の
周

知
と
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
醸

成
に
努
め
る
。

②
「
先
輩
職
員
の
声
」
の
よ
う

な
形
で
在
職
者
の
コ
メ
ン
ト
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
受

験
者
の
後
押
し
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

本
町
の
町
営
住
宅
１
７
３

戸
の
入
居
者
の
現
状
と
老
朽
化

や
危
険
区
域
に
あ
る
使
わ
れ
て

い
な
い
住
宅
の
今
後
の
対
応
策

は
。
農
林
課
に
移
管
さ
れ
た
黒

川
地
区
の
旧
教
職
員
住
宅
は
、

期
間
限
定
の
貸
し
出
し
は
で
き

な
い
か
。

町
長　

入
居
状
況
に
つ
い
て
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
稼
働
。
老
朽

化
や
危
険
区
域
に
あ
る
住
宅
の

今
後
の
対
策
は
、
入
居
者
が
退

去
し
た
後
、
黒
川
団
地
は
除
去

す
る
方
向
、
西
黒
川
団
地
は
用

途
廃
止
し
除
去
す
る
の
か
今
後

の
検
討
課
題
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
農
林
課
に
移
管
し
た

住
宅
は
農
林
業
担
い
手
住
宅
と

し
て
活
用
し
て
い
く
。

問　

管
轄
を
超
え
た
期
間
限
定

の
貸
し
出
し
や
避
難
住
宅
と
し

て
も
活
用
で
き
る
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
等
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

町
長　

担
当
課
の
目
標
と
す
る

町
の
施
策
に
沿
っ
て
施
設
を
管

理
し
て
い
る
。
現
在
農
林
業
担

い
手
住
宅
は
空
い
て
い
る
状
況

な
の
で
、
制
度
の
見
直
し
等
も

考
え
ら
れ
る
。
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
的
な
モ
バ
イ
ル
建
築
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
導
入
の
可
否

も
含
め
て
考
え
て
い
く
。

北里　桂一　議員

Ｑ町営住宅の現状と老朽化した住
宅の今後の予定は？

Ａ 
現状はほぼ 100％稼働

農林業担い手住宅農林業担い手住宅

老朽化が進む黒川団地老朽化が進む黒川団地
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総務文教常任委員会　　　　　　　　　　　
【民生委員・児童委員さんとの意見交換会、初開催】
　本町では 15 名の民生委員・児童委員さんが、赤
ちゃんから高齢者まで幅広い層の地域住民を見守
り、困っておられる方がいたら専門機関へ繋ぐなど
多岐に及ぶ活動をされています。1月 16 日に意見
交換会をさせていただいた際には、活動に対して積
極的でポジティブなご意見も多く、皆さんの活動に
改めて感謝をした次第です。南小国に住むすべての
方が安心して暮らせるためにも、民生委員・児童委
員さんの活動に議会として出来うる協力をしていき
たいと思います。

【移住者向けの体験住宅ができました】
　福一ラーメンさん裏にある県職員住宅を 164 万円
で購入、その後 1130 万円で改修し、4月 1日から「移
住者向け暮らし体験住宅」として運用開始となりま
した。運用に先駆けて条例内容の審議、住宅内覧を
させていただきました。南小国に興味を持った方が
ミスマッチなく住み続けられるためにも、この住宅
が積極的に活用されることを期待します。

経済建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　　報告　　委員長　穴井秀房

　３月定例議会において付託されました旧中原トンネル前後の県道南小国上津江線の廃止
に伴う町道路線への認定につきましては、今後も町道として認定し、管理していくことが
必要との結果となりました。
　これは県道の新トンネル設置の際の条件と
されていたことや、現在も山林への出入りに
使用されていることから必要な路線であると
判断したものです。また、旧トンネルそのも
のは、町に道路を引き継ぎする前に県におい
て埋設することとなっております。

※議案第 12 号「町道路線の認定について」
提案理由の説明のあと、経済建設常任委員会
に付託され、現地調査・委員会審議を経て委
員長報告の通り全会一致で可決されました。

1 月 16 日　意見交換会を初開催1 月 16 日　意見交換会を初開催

町への移住相談が入居条件の１つ町への移住相談が入居条件の１つ

３月５日 中原側現地調査の様子

棟数 間取り 家賃
４ ３K 35,000
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阿蘇広域行政事務組合議会　　　　　　　　　　　　　　   令和 6年 3月 26 日

令和６年度阿蘇広域行政事務組合一般会計予算

負担金名 組合計 南小国町
総務費 1億８４２４万円 １１７６万円
衛生費 １３億４３０６万円 １億２４３０万円
消防費 １０億６２０７万円 １億１６４２万円
計 ２５億８９３８万円 ２億５２４８万円

【小型オフロード消防車】
令和４年度事業にて総務省消防庁より無償配備されることが
決定し、令和５年９月２７日納車されました。その後、運用
要綱の策定や機関員養成研修を行い、令和６年２月より運用
開始しております。

令和６年　議会日誌

2
　
　
月

3 第５回プレゼンテーション大会

18 第４７回南小国町駅伝大会

19 地域福祉総合実践計画策定委員会

21 阿蘇広域議会運営委員会

22 県町村議長会第７４回定期総会

26 議会運営委員会

29 子ども子育て会議

3
　
　
　
月

1 熊本県立小国高等学校卒業式

5～11 令和６年第１回定例会

8 南小国中学校卒業式

8 熊本県立小国支援学校卒業式

12 議会広報調査対策特別委員会

14 障がい者計画策定委員会

15 男女共同参画計画策定委員会

18 林業を考える会

19 空家等対策協議会

21 各小学校卒業式

22 ケーブルテレビ放送番組審査会

22 今後の農業を考える協議会

26 阿蘇広域議会定例会

28 小国公立病院議会

4
　
月

9 小・中学校入学式

9 阿蘇市町村議長会総会

12 春の全国交通安全運動街頭指導

17・25 議会広報調査対策特別委員会

小国郷公立病院組合議会
３月２８日

　令和６年第 1 回定例会が行われま
したた。主な議案として令和６年度病
院事業会計予算で運営の収益費用それ
ぞれの総額１７億７８２８万５０００
円の予算の議案が提出され、十分な審
議の結果、可決承認されました。医療
用画像情報システムの更新やＭＲＩ装
置の入れ替え等、機器装置の最新化も
図られているほか、移動診療車も新年
度から小国郷内訳 10 カ所を巡回する
よう計画されています。あわせて令和
９年度までの小国郷公立病院経営強化
プランの報告があり、経営強化や効率
化等の取組みが紹介されました。
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こ
の
広
報
が
皆
様
に
届
く
頃
は
も
う
新
緑
の
季

節
、
新
し
い
気
持
ち
で
門
出
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様

に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
、
桜
の
開
花
が
早
く
な
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
の
影
響
で
し
ょ

う
か
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
心
配
で
す
。

　

さ
て
、
４
月
16
日
よ
り
木
村
新
知
事
の
県
政
の

舵
取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
蒲
島
知
事
時
代
の

副
知
事
で
あ
り
、
熊
本
県
の
行
政
に
は
詳
し
い
と

は
思
わ
れ
ま
す
が
、
新
し
い
知
事
に
は
期
待
と
と

も
に
、
山
積
す
る
難
題
の
解
決
も
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
若
い
パ
ワ
ー
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
、
県
民

の
負
託
に
対
し
て
存
分
に
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
小
国
町
で
も
新
年
度
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
も
少
し
ず
つ
脱
し
元
の
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
町
長
の
施
政
方
針
に
も
「
こ
こ
数
年
の
守
り

主
体
の
行
政
運
営
か
ら
、
攻
め
に
転
じ
る
展
開
を

し
た
い
」と
の
力
強
い
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

人
事
に
お
い
て
も
新
し
い
人
材
の
迎
え
入
れ
も
有

り
、
議
会
も
含
め
て
と
も
に
南
小
国
町
の
未
来
を

見
据
え
て
頑
張
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
議
会
広
報
で
は
、
町
民
の
皆
様
と
議
会
の

つ
な
ぎ
が
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
穴
井
秀
房
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

井
上　

則
臣

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

穴
井　

秀
房

　
　
　

委　

員　
　

北
里　

桂
一

…
民
生
委
員
に
な
ら
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
に
長
く
勤
め
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域

の
た
め
に
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
の

思
い
で
民
生
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
「
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
恩
返
し
が
し
た
い
」
「
地
域
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
や
る
気
に
溢
れ
た
方
ば
か

り
で
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

…
民
生
委
員
さ
ん
は
日
頃
ど
ん
な
活
動
を

さ
れ
て
ま
す
か
？

　

地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
必
要
な
方
の
と

こ
ろ
に
は
定
期
的
に
訪
問
し
た
り
、
困
っ
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
専
門
機
関
へ
繋

い
だ
り
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
15
名
で
、

町
内
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
幅

広
い
層
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
活
動

を
し
て
み
て
、
民
生
委
員
は
地
域
の
方
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
り
、
必

要
不
可
欠
な
存
在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
活
動
に
対
し
て

「
知
り
合
い
が
増
え
て
楽
し
い
」
「
や
り
が

い
が
あ
る
」
「
訪
問
時
に
あ
り
が
と
う
を
も

ら
え
て
嬉
し
い
」
と
口
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
を
し
て

く
れ
て
い
る
の
が
心
強
い
で
す
。

…
今
後
注
力
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

民
生
委
員
の
役
割
や
仕
事
内
容
を
一
度
棚

卸
し
し
て
整
理
し
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
町
民
の
方

に
も
民
生
委
員
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
広
報
も
注
力
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
誰
も
が
共
生
で
き
る
社
会
実
現
の
た

め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
、
地
域
を
見
守

り
続
け
て
い
き
ま
す
。

取
材
・
撮
影
・
文
：
森
永
一
美

宅
たくの

野　幸
ゆきひろ

広さん
赤ちゃんから高齢者までを見守る護り人
地域の一番身近な相談窓口“民生委員” 会長

プロフィール
樋の口生まれ、脇戸在住。大学卒業後、南小国町役場に入庁し、定
年まで38 年間勤務。12 年間の自治会長や少年補導員なども務める。
令和 5年 12 月に民生委員・児童委員（以降、民生委員）協議会の
会長に就任。
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日
々
地
域
の
見
守
り
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

青いジャンバーが

民生委員・児童委員さんの目印
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